
私たちは「子どもたちが心身ともに健全
に育ち，豊かな人間性と行動力の持ち主と
して成長すること」を目的として，過去60
年間にわたり教育県民大行動を推進してき
ました。この行動は，県ＰＴＡ協議会・校
長会・教頭会・山教組が中心となって実行
委員会を組織し，教育に関わる意見・要望
事項を集約し，知事・県教育長・県議会議
長への要望活動に結びつけています。また，
県内の各地区においても同様の組織のもと
に「義務教育振興会議」等を開催し，要望
活動を続けています（左図参照）。教育四
者と呼ばれる，私たちのこの活動が脈々と
引き継がれ，教育環境整備・教育条件整備
の改善につながっています。
以下，本年度活動をして参りました，第

60次教育県民大行動についてご報告いたし
ます。
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12.1４ 要望書提出

12月14日，各地区義務教育振興会議や教育シンポジ
ウム・討論集会等で出された意見を集約し，笹本信仁
実行委員長（山梨県公立小中学校教頭会長）をはじめ
16名で県への要望書提出を行いました。当日は，長崎
幸太郎知事・降籏友宏教育長・水岸富美男県議会議長
が，私たちからの要望書を受け取ってくださいました。
長崎知事からは，「教育環境，教職員の労働条件の

整備など，すべての子どもが夢や希望に挑戦できる環
境の充実に向けてとりくんでいきたい」との回答をい
ただきました。
また，水岸議長からは，教育四者の活動に対して感

謝の言葉をいただき「県議会においても，学校の環境
整備に全力でとりくんでいきたい」と心強いお言葉を
いただきました。

【参加者の感想】

※ 裏面に当日手渡した要望事項を掲載させていただきました。
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【パネルディスカッション】

コーディネーター 上田 真司さん（校 長 会)

パ ネ リ ス ト 森本貴代美さん（県 P T A 協 議 会） 桑原 宗彦さん（校 長 会）

中島 浩三さん（教 頭 会） 西出 真理さん（山 教 組）

橘田 正恵さん（学校図書館研究会)

・子どもが，不安に思っていることや感じていることを話すことのできる保護者でありたい。聞く耳
をしっかりもって，丁寧に対応していきたいと改めて感じた。（PTA）

・「不登校」という正解のない課題に対して向き合っていくことは難しい。先生方が子どもたちと向
き合う時間を確保するための環境整備が必要であると感じた。（PTA）

・学校，保護者，地域，関係機関がチームになり，子ども一人ひとりに応じた居場所づくりをしてい
くことが必要であると改めて感じた。（校長会）

・保護者と教職員が一堂に会して不登校について議論する機会はほとんどない。県民大行動だからで
きたことであろう。こういった機会を大切にしていきたい。（教頭会）

・パネラーの話を聞きながら自分のクラスへ思いをめぐらせ，深く考えることができた。学級担任と
して忙しい毎日の中で，不登校についてじっくり考えたり，話を聞いたりする時間があまりつくれ
なかった現状もある。学んだことを学校の仲間と共有していきたい。（山教組）

・子どもたちが安心できる居場所としての学校図書館のあり方について改めて考えさせられた。図書
館という空間から，少しでも心に光を見出すことができるよう，一人の大人として寄り添っていき
たい。（学校図書館研究会）

「教育シンポジウム・討論集会」が，
10月28日，PTA協議会，校長会，教頭
会，山教組，学校図書館研究会より
180名が参加し，桃源文化会館を会場
に開催されました。今年度は，「不登
校について考える ～子どもたち」の
テーマのもと，パネルディスカッショ
ンが行われました。
各構成団体の代表者がパネリストと

して登壇し，それぞれの立場からテー
マに対する意見や感想を出し合いまし
た。多様な立場から，多角的，多面的
な意見が出され，それぞれが連携して

いくことの重要性が再確認されました。また，フロアからの質問や意見を採り上げ，活発な意見交
換の場となりました。その後，教頭会より「義務教育費公費負担の状況」の説明がありました。

司会の原和之副実行委員長（山教組）開会のことばを述べる上田真司副実
行委員長（校長会）

主催者を代表して挨拶する笹本信
仁実行委員長（教頭会）

笹本実行委員長

清水副実行委員長
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